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『倫理研究』の発行に当たって 

丸山敏秋 

 

倫理研究所が月刊誌『倫理』を創刊したのは、1952（昭和 27）年 8月で、発行部数は 2,000部、定価は

40 円だった。月刊誌『新世』は一般向きであるのに対して、『倫理』には学術的な研究成果を発表する場、

としての役割を持たせた。 

「ところが、いざ毎月発行しはじめてみると、質の高い論稿を揃えるということの困難さや、研究体制の

不完備を痛感させられ、発行日を守るのが精いっぱいという状態が長くつづいたのであった」――そう『倫

理運動 50年史』には綴られている。 

ともあれ創刊以来、毎月発刊されてきた本誌も、884 号をもって紙による製本スタイルに終止符を打ち、

本号からデジタル化して、倫理研究所のホームページにアクセスすれば誰でも無料で読めるようになった。

ささやかな月刊誌の、しかし大きな変革である。併せて誌名も『倫理研究』と改めた。 

誌面の構成はほぼこれまでを踏襲するが、コラム的な記事はしばらくは掲載しない。もっぱら倫理文化

研究センターの研究員による論考を載せるが、分量については余裕をもたせ、従来のそれより多くも少な

くもできる。ゆくゆくは誌面作りも変わっていくだろう。 筆者は理事長になって 30 年、ほぼ毎号の論考を

書いてきたが、今号からの 3 回は「令和 8 年度倫理研究フォーラム特集」とするので、休憩の期間を与え

てもらうこととした。体力と情熱がつづくかぎり、これからも本誌とのつきあいはつづくであろう。 
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